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2014（平成 26）年度

「フレンズ・ＴＯＨＯ」役員会・定期総会を開催
“設立 20年”を前に、さらに、会の発展を目指す総会に

2014年６月25日（水）、名古屋観光ホテル
に於いて、理事会・評議員会合同の役員会の後、
定期総会が開催されました。
役員会では、事業報告・決算・監査報告が行

われ、前年度の活動を振り返るとともに、新し
い年度の事業計画と予算について事務局長より
提案がなされ、異議なく了解されました。
その後に開かれた定期総会では、遠山会長の

ご挨拶に続き、役員会で決定された前年度のま
とめと今年度の方針が報告されました。総会に
参加された会員の皆さまは120名を超え、盛会
の内に終了いたしました。
役員会には東邦学園理事長 榊 直樹氏（名誉会長）、役員会・総会には愛知東邦大学学長 成田良一氏、東邦高

等学校校長 長沼均俊氏のご参加もいただき、学園・大学・高校の教育活動の近況をご報告いただきました。

　　　　　－ 記念講演 －

「Ｊリーガーから学ぶ 健康に過ごす為の食事の選び方」
（名古屋グランパスエイト・栄養アドバイザー）　

森　　裕子 氏　
講師に、名古屋グランパスエイトの栄養アドバイザー、森 裕子氏をお迎えし、「Ｊリーガーから学ぶ 健康に

過ごす為の食事の選び方」と題して総会記念講演会を開催いたしました。
森氏の講演は、終始、示唆に富む内容で、講演後に寄せられた感想は、「なるほど…と思うことばかりだっ

た」「自分の食生活を振り返るのにいいきっかけになった」「自分でもやれそうだ…と思った」など、「聞いてよ
かった」と思わせるものばかりでした。
いくつか、印象に残ったことをご紹介いたします。
例えば、“無理して頑張るというのではなく、選択する力が大切”という点では、「朝食、コンビニで買うと

しても、『おにぎりとジュース』だけではなく、『おにぎりとサラダ』というように」「夕食、お惣菜を買うと
しても、『何を買って帰るのか』」など、「ちょっとした心遣いで大きく変わる」と指摘されていました。また、
“いつでもどこでもバランスよく”という点では、「あれこれ細かく考えるというより、『主食＋副食＋野菜、そ

して汁物』という風に考えると楽に実践できる」と話された時は、やって
みようと思えました。
いずれも、「考えてみれば当たり前のこと」と思える内容で、私たちひと

り一人が忘れていたこと、うっかりしていたことなど、「今一度、自分自身
の食生活を振り返ってみよう」という呼びかけであったと思われます。
まだまだお知らせしたいことがいっぱいありますが、詳しくは、次号の

「みどりの風」（38号）に掲載したいと思います。お楽しみにお待ち下さい。
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2013年度事業計画に則り、会員の加入促進に心がけました。学園の積極的支援も
あり、おかげをもちまして法人会員数・個人会員数ともに過去最高になりました。ま
た、2013年は東邦学園創立90周年の年であり、新しく「小学生ドッジボール大会」

◆役員会・講演会・定期総会開催
　６月 18日、名古屋東急ホテルにおいて開催し
ました。
　辺 真一氏（コリア・レポート編集長）に記念
講演講師をお願いし、『世界が注目する朝鮮半島』
の演題で会員と一般参加者を併せた約 200 名に
話されました。
◆講演会・シンポジュウム（「地域創造研究所」との共催）
　愛知東邦大学「地域創造研究所」との共催で、
10 月 13 日、「『地球のステージ２』＆東日本大
震災復興篇」を桑山紀彦氏をお迎えして開催いた
しました。153 名の方々に参加していただきま
した。
◆会員研修の企画と教養講座
△８月３日「木曽ひのきの森 赤沢自然休養林を歩
く」（自然と親しむ会）には23名の参加があり、
暑い夏でしたが、青い空と涼しい風を満喫して
きました。

△８月５日「親子理科実験教室」には親子15名が
参加。講師は高校理科教諭の稲葉益夫先生、助
手は高校理科助手の酒井拓哉さん。アシスタン
トとして高校生の参加もありました。

△８月10日 東邦学園創立90周年記念「小学生
ドッジボール大会　トーくん杯・ホーちゃん杯」
を開催いたしました。オフィシャルチーム16・
ジュニアチーム10の約430人が出場。ボラン
ティアとして大学生が大会の補助役を担ってく

れました。2014年度は、学びの一環としてプ
ログラム化し、主体を大学生に移します。

△８月22日「親子スイーツ教室」には親子17名
が参加。東邦高校食物実習室で講師を川江里香
さんにお願いして行いました。最後にクッキー
とマーブルケーキのお土産があり参加者には満
足していただきました。

△８月31日「納涼音楽祭」（会場：東邦高等学校）
に協力しました。地域の方々を含め約440人の
参加がありました。

△10月14日「コーヒーの日 おいしい珈琲の淹れ
方と飲み方」には9名が参加。法人会員でもあ
る富士コーヒー株式会社の塩澤敏明社長による
講義と、生産部内藤工場長による実技を交えた
コーヒー講座をおこないました。

△11月６日・20日、12月４日の連続講座「いま
さら聞けない ニュースそうだったのか」を開講
いたしました。東邦学園 榊直樹理事長を講師に
迎えて行いました。地域の方も含め、参加者は
のべ58名となりました。

△２月25日「学園創立90周年講演会・第６回名
刺交換会」では、「WHAT IS Roots?」と題し
て大同特殊鋼株式会社代表取締役会長 小澤正
俊氏に講演していただき、78名の方々が参加さ
れました。その後、名刺交換会と祝会を開催い
たしました。

2013（平成 25）年度 事業報告事業
報告

を企画しました。選手・保護者・大会関係者含めて600人超が大学体育館で汗を流しました。この他、会員の
相互交流や人間的触れ合いが深まるよう各種企画を立てました。
学園の教育活動支援とし、大学・高校にそれぞれ50万円と30万円が支出されました。高校で行われた中学

生対象の「英語スピーチコンテスト」や、全国大会出場クラブや個人にも激励金を渡しました。
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◆法人会員相互の交流を図る
　２月 25日、第６回名刺交換会をメルパルク名
古屋に於いておこないました。50 社 92 名が参
加されました。祝会では、「ミュウ」（個人会員の
愛知東邦大学前教員　西濱由有さん他１名）に演
奏していただきました。
◆会報「みどりの風」発行
　第 35号（７月 30日）、第 36号（２月 25日）
発行
◆会員名簿の発行（2014年１月１日）
◆学園情報誌などを会員に配布

◆学園支援事業
△高校のクラブ活動に対して
　アメリカンフットボール部・バトントワリング
部・空手道部・ダンス部・水泳部の全国大会出場
に対して各クラブまたは個人へ激励と支援をおこ
ないました。
△大学 ･高校への教育活動支援金の贈呈
　大学 : 教育支援金として50万円
　高校 : 教育活動支援として30万円
◆個人会員への宣伝と入会勧誘の重視

2013 年度 フレンズ・TOHO　収支報告 （単位：円）　　

収
入
の
部

項　目 予　算 決　算 差　額 備　考
前期繰越金 1,700,457 1,700,457 0
入会金　法人会員 50,000 120,000 70,000 予算 5 社　決算 12 社
入会金　個人会員 30,000 66,000 36,000 予算 10 名　決算 22 名
年会費　法人会員 2,500,000 2,520,000 20,000 予算 125 社　決算 126 社（前納分 3 社）
年会費　個人会員 930,000 880,000 ▲ 50,000 予算 168 名　決算 176 名（前納分 4 名）
講座・研修参加費 300,000 263,600 ▲ 36,400
広告収入 1,073,000 825,000 ▲ 248,000
受取利息 200 232 32
雑収入 0 48,316 48,316

合計 6,583,657 6,423,605 ▲ 160,052

支
出
の
部

項　目 予　算 決　算 差　額 備　考
①事業費　講演料・各種研修 900,000 924,112 24,112
　　　　　学園活動支援 800,000 800,000 0 大学・高校支援
　　　　　その他 ( 援助金・祝金等） 450,000 471,000 21,000 90 周年祝金 20 万円、クラブ活動、研究活動援助
　　　　　企業セミナー 50,000 50,000 0 メルパルク名古屋にて開催
　　　　　企業交流会 250,000 250,000 0 メルパルク名古屋にて開催
②会議費　総会等 1,300,000 1,676,199 376,199 名古屋東急ホテルにて開催
③印刷費　会報 300,000 235,200 ▲ 64,800
　　　　　名簿作成費 75,000 69,825 ▲ 5,175
　　　　　封筒・振込用紙類等 30,000 97,650 67,650
④通信費　会報・学園広報誌発送・web メンテナンス 250,000 147,146 ▲ 102,854
⑤事務費・交通費等 100,000 33,046 ▲ 66,954
⑥予備費 150,000 0 ▲ 150,000
⑦本会創立 20 周年記念事業積立金（目標 300 万円） 300,000 300,000 0 * 定期預金
次期繰越金 1,628,657 1,369,427 ▲ 259,230

合計 6,583,657 6,423,605 ▲ 160,052
※創立 20 周年記念事業積立金残高（定期預金）	 1,805,595 円
　奨学金基金積立預金（普通預金）	 2,001,416 円
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2014（平成 26）年度　「事業計画」事業
計画

◆学習・研修の充実
⑴　 講演会
　時局のテーマを講演することにより、会員の学
びの場とするとともに、著名人の講演を学園広
報のツールとして活用し、知名度向上に繋げる。

　○第１回講演会（定期総会記念講演会）
６月 25日（水）、於：名古屋観光ホテル
講師：森 裕子氏（名古屋グランパスエイト 
　　　栄養アドバイザー・管理栄養士）
テーマ：「Ｊリーガーから学ぶ　

健康に過ごす為の食事の選び方」
　○第２回講演会

10 月頃を目処に、地域創造研究所との共催
で開催する

　○第 3回講演会
２月頃におこなっている名刺交換会開催時、
法人向けの講演を併せて開催する

⑵　研修・講座企画
　会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会と
するとともに、交流の場としても重視する。

　○自然と親しむ会
四季や自然を楽しむ日帰り旅行を企画する
自然と触れ合いながら、会員や地域、同窓生
などとの交流を図る

　○１日研修
専門講師による解説を受ける社会見学を企画
する
その土地の由来など、個人旅行では得難い講

義を受けることにより、教養を深める
　○法人会員向け講座

法人会員向けに経営マネジメント講座を開講
し、会員同士の理解と交流を深める

○大学の知的財産を活用する講座を開講し、大
学の教育内容への理解を得ることにより、産
学連携の可能性を探る

　○個人会員・家族向け講座
個人会員が家族で参加できる講座を理科実験
室・食物実習室や売木山荘を使って開講する
（親子理科実験教室・キャンプを楽しむ講座・
親子スイーツ講座など）

　○地域向け講座
地域住民に学園への理解を深めていただくた
めに、学園の特色を生かした講座を開講する
地域住民の方を講師に招いた講座の開講を検
討する

　○保護者向け講座
東邦高校や大学の教育提携校の保護者向けに
開講し、学園への理解を深める機会とする
大学進学についての講座とし、愛知東邦大学
の教育内容を広報する

　○健康講座
会員の健康増進を目的として開講するが、地
域住民にも広く参加を呼びかける

◆交流の充実
⑴　名刺交換会
　法人会員同士が名刺交換を通じてビジネスの
場を拡大する機会とするとともに、法人会員向

1996年に設立され、2015年度が「設立20年」となります。今年度は、その「設立20年」に向けた準備に
取り組みたいと考えます。皆さま方に、これまで以上のご支援・ご協力、そしてご指導をお願いいたします。

2013年度は、法人会員・個人会員ともに過去最高の会員数となりました。新入会
員の方々を含めた会員の皆さまのご期待に副うような企画に取り組むとともに、「入っ
て良かった」「長く会員でいたい」と思っていただけるよう、努力してまいります。

〒456-0063　名古屋市熱田区西野町１－２
TEL  （052）671 - 4126
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け講座の一環として「講演会」を企画する。
⑵　ドッジボール企画
　昨年おこなった「小学生ドッジボール大会 
トーくん杯・ホーちゃん杯」を今年度からプロ
グラム化して、大学生主体で学びの一環として
大学主催で開催。フレンズ・TOHOとしては
今年度これに協賛する。
　＊８月９日（土）　於：愛知東邦大学体育館

⑶　その他
　会員同士や地域の方々との交流を深められる
企画を検討し、時期を失することなく開催する。

◆学園の教育活動支援
⑴　学内企業展への協賛
　大学就職課と連携して法人会員に学内企業展
への参加を要請し、採用に結び付けられるよう
協力する。

⑵　インターンシップ企画への協力
　法人会員に対し、愛知東邦大学生・東邦高校
生や、EvCC 学生のインターンシップ受け入
れの協力を依頼する。

⑶　大学・高校の各クラブへの激励と支援
　大学・高校のクラブ活動を支援するため、全国
大会に出場するクラブに対し、激励金を支給する。

⑷　教育活動支援や出版助成
　大学の研究者に対し、研究成果出版に対する

助成金を支給する。また、高校の教育活動への
支援金を支給する。

⑸　中学生対象のスピーチコンテストへの協賛
　高校で開催される中学生対象の英語スピーチ
コンテストに協賛し、援助金を支給する。

⑹　学園主催の納涼音楽祭への協賛
　法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の
貸し出し、協賛金などへの協力をお願いし、納
涼音楽祭の充実に貢献する。

◆会報「みどりの風」と会員名簿の発行
⑴　会報「みどりの風」の 発行
　37号の発行を８月、38号の発行を２月に予
定する。
　会員に対して寄稿を依頼し、会員が読みやす
く楽しみにする紙面づくりの工夫をする。

⑵　会報「みどりの風」掲載広告の募集・編集
　会報誌に会員広告を掲載することにより、広
報の機会を提供する。

⑶　会員名簿の発行（４月）
⑷　HPの更新・充実
◆フレンズ・TOHO「設立20年」に向けて
⑴　2015 年度がフレンズ・TOHO設立 20 年で
あることを踏まえ、「記念事業」の準備に入る。

⑵　「20周年記念事業」実行委員会を設置する。

2014 年度　フレンズ・TOHO　事業予算 （単位：円）　　
収入の部 支出の部

備考
①前期繰越金 1,369,427 ①事業費　講演料 ･「研修・親睦活動」援助費 900,000
②年会費　法人会員（125 社× 2 万円） 2,600,000 会員 130 社、退会 5 社、入会 5 社 　　　　　学園活動支援 800,000
　　〃　　個人会員（186 名× 5 千円） 1,000,000 会員数 200 名、退会 10 名、入会 10 名 　　　　　その他（援助金・祝金等） 250,000
③入会金　法人会員（5 社× 1 万円） 50,000 新規加入 5 社 　　　　　企業セミナー 50,000
　　〃　　個人会員（10 名× 3 千円） 30,000 新規加入 10 名 　　　　　企業交流会 250,000
④広告収入 900,000 ②会議費　総会等 1,300,000
⑤受取利息 200 ③印刷費　会報 300,000
⑥講座・研修参加費 300,000 研修参加費・講座受講料など 　　　　　名簿作成費 75,000

　　　　　封筒・振込用紙類等 30,000
④通信費　会報・学園広報誌発送、Web メンテナンス 300,000
⑤事務費・交通費等 100,000
⑥予備費  150,000
⑦本会創立 20 周年記念事業積立金（目標 300 万円） 300,000
⑧次期繰越金 1,444,627

合　計 6,249,627 合　計 6,249,627
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らして、秘書課長をやっておられたということです。
下出民義さん、義雄さん、江崎真澄さんと…、私ど
もとのつながりとともに、東邦学園の歴史はすごい
なと感じております。今日は東邦学園90周年ですけ
れども、大同は98年です。日本人というのは、最近
自信を失いつつあるということのようですが、自信
を深めていただいて、難しい、これからの2020年
までをどうしたらいいのか、心構えをお話し申し上
げたいと思います。
私も歴史は大変好きでございますけれども、歴史

を好きなだけでなく、自分はいったい何だ、日本人と
いうのはいったい何でしょうかということで、大同
の紐を解くのもいいんでしょうが、歴史から得る教
訓とか、歴史における自分たちの役割とか、心意気
だとかをこの機会に皆様にアピールしたいなと思っ
ております。これは、実は、30～40代くらいの若
手の経営者の候補生みたいな方向けに作ってござい
まして、参考になるかどうかわかりませんが、小１
時間、ご拝聴いただきたいと思っております。
「歴史から何が解るのか？」と思われるかもしれま
せんが、日本の歴史は2000年以上前から紐解く必
要があると思っていて、これを知らないと日本人の
本当の真の力はわからないなと思っています。
２～３年前に青森県にある三内丸山古墳に行って

まいりました。これは、縄文の集落でして、びっく
りしましたね。紀元前5000年くらいなんです。こ
のことは後でお話します。それともう一つ、卑弥呼

ただ今ご紹介いただきました、大同の小澤でござ
います。実は私も、自分の会社がどういう生い立ち
で、何のために、そして世のために何をしてきたか
ということを、社長になってから相当しっかり勉強
いたしまして、その時に福沢桃介の話が頭にはいっ
てきたんです。下出さんは、堺のご出身ですよね。
当時、愛知石炭株式会社で石炭のお仕事をされてい
たと聞いておりますけれども、まさか下出さんがこ
こまで身近となるとは思いませんでした。昨年、榊
理事長が突然に大同においでになって以来のお付き
合いですが、下出さんとか東邦学園という学校にお
世話になったなということ、そういうお付き合いを
忘れていたということを、今、大変反省いたしてお
ります。昨年、下出民義さんの胸像をいただき、会
長室に置かせていただいております。しっかり仕事
せんかと、毎日睨まれております。そういった様々
な関係で講演をさせていただく機会を得ました。先
ほどのお話にもありました江崎真澄さんも大同にい

2014/２/25　東邦学園創立90周年記念講演会（於 メルパルク名古屋）

「WHAT IS Roots?」
大同特殊鋼株式会社　代表取締役会長　小澤　正俊 氏
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さんが魏とやった時は239年なんですね。それから
でも、1800年近く経っているわけですから、倭の
ときに半島に出兵していて、いかに日本という国と
大陸の関係が強かったかということが判ると思いま
す。それから、先々週、奈良に行ってきたんですが、
奈良のホテルでお酒を飲んでいましたら駅伝の話が
でましてね。「駅伝」というあの言葉は奈良の天平
時代からできたそうでして、昔の30里、今で言う
120kmくらいの距離に駅をおき、そこで馬を変えて
日本全国を走り回る、そういうことを1400年前か
らしていたということです。そういう点でも、もう
一度歴史を紐解いていただきたいなと思うんです。
縄文時代の遺跡は全国でいくつあるか、ご存知で

すか？なんと160箇所あるんです。名古屋は少ない
んですが高山とか国府・古川とかに遺跡が多いんで
す。私は縄文人が私たちの祖先じゃないかなという
ふうに思っております。木をふんだんに使う文化だ
というんです。木でもって建築する、奈良の大仏殿は
48mあるんです。ああいうものを作り上げたという
知恵と力がある。２つ目は和食です。海の幸も山の
幸も、煮て食う、生でも食う。和食の原点は、縄文
時代の紀元前3000年くらいからあったということ
であります。それからもう一つ、今日はこれを言い
たかったんですが、意外とこんな古い昔から遠い国
との繋がりといいますか、大体距離にして3,500km
くらい、日本でいったら北海道稚内から沖縄までが
3,500kmなんですが、この距離を７ｍくらいの杉の
丸太を削ってやっとったみたいです。
特に、三内丸山古墳にこだわって言えば、北の方

に大規模土建を造成しているところがあって、かな
り計画的にやっているんですね。三内丸山古墳の外
側に栗の木を栽培している森があるんです。また、

栗とかどんぐりの灰汁を抜くために、加工する技術
だとか、貯蔵する技術だとか、こういうものがあっ
たんです。ここに、糸魚川の翡翠なんかも出ている
ようです。北海道の黒曜石ですね削る道具になるも
のです。秋田県には油田がありますから、アスファ
ルトもあったんです。現代とあまり変わりがないな
と。私たちは何千年後にいるわけですが、あまり進
歩していないなという感じもいたします。
一方で、日本人というのは、自分で開発するのでは

なく外からものを受け取るという、大変柔軟性のあ
る人種じゃないかと思っております。そのくせ相手
との距離を確認しながら「自分は日本人なんだ」と
いう意識があります。昔からそういうところは習っ
てきているんだと思いますね。最近の国際問題をみ
てもそういう感じがいたします。
この章ですが、整理すると日本人っていうのは、

かなり広い範囲3,500～4,000kmの間を新幹線も
無い時代に行動してきたということです。中国にし
ても、アメリカにしてもそのくらいでしょう。
もう一つ、行動的アクティビティブな人たちだと

いうこと。三内丸山古墳の土木工事でもそうですが、
集団的にまとまってチームワークでやっていること
ですね。IPS細胞の山中教授のところもそうですが、
協力して成功しているんですね。しかも一方では、
分業体制、栽培する人・採る人・加工する人という
ような分業体制がうまくできたこと。紀元前3000年
前になされたこと。もう一つ、渡海技術、海を渡っ
ていく技術が非常にすばらしい。この辺ですと、平
家がその血をひいてますけれど、遠隔地との共存が
あったようです。もう一つ、栽培ですね。栗とかの
栽培ですね。自然との共生ですね、この当時からも
うやっているんです。明治以降の文明が発達して今
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日があるわけではない。こういうところを理解して
いただいて「もっと自信を持ちましょう」と言いた
いんです。学生たちに言ってやってください。
歴史という視点から、日本人というか、いろんな

物をみようとしたんですが、歴史を学ぶということ
で、例えば、東邦学園の意義とかなぜ存在するのか
ということとかを考えてみる。例えば、東海道とい
う名前は1400～1500年前にこの名前がありますけ
れども、こういうことがわかってくると、新しい見
方になると思うんです。奈良に行くと大仏だけみて、
京都に行くと庭だけみる、そんなのは上面ですよ。
どういうことで国ができて平城京ができたか。そう
いうのをちょっと知りますと日本の原点だとか、日
本の統一性といいますか、そういうことがわかって
くると思います。切り口を変えよう、視点を変えて
みる、そういうことで視界が広がってくるんです。
特に学生さんは名古屋地区だけにいるとだめです。
私も若い頃、オハイオ州の田舎におりましたけれど
も、そこからみれば日本は米粒のような一つの点で
すよ。日本に居ますと、名古屋だ東京だ大阪だと言
い、名古屋に居ますと岐阜にも行けなかったりしま
す。今の学生さんたちには名古屋だけにとどまらな
いようにしていただきたいですね。
私は今、鉄を専門にしております。鉄というのは

世界で冠たる技術でして、どのくらい歴史があるか
というと、聞いてがっかりしましたね、紀元前700
年で作っています。しかも中国では、紀元前200年
には専売制になっていたんです。国がコントロール
しております。古墳もあんなに大きくなったのは、
鉄の道具ができたからなんですね。土を掘るのも、
スコップや鍬ができて生産性が上がってああいうも
のができるようになったようですけれど。平安時代

の記録なんかを見ますと、農機具が家の宝として相
続されていくということがあるんです。鉄はこんな
に昔からやってるということです。
天平時代には鉄の博士がいるんですね、1400年前

から鉄の博士がいる。三月堂においでになる時、観
音様を見る時に外側の釘を見てもらうとさびていま
せんからね。サルファが0.005とリンも0.026と、
今の技術で作ろうと思っても簡単にできません。そ
のくらいのものが天平時代にはできているんです。
こういう鉄の歴史からみた奈良というのは、例えば
その視点でも東照大寺・東大寺・三月堂の歴史を酌
むだけでも。奈良の大仏だってどういうふうに作っ
たかというと、あれはたいした生産技術なんですよ。
青銅でできていますが、その銅はどこから持ってき
たかというと山口県から持ってきたんです。建物の
鬼瓦は渥美半島からなんです。日本全国から資材を
調達しているんです。鉄をみても、歴史をみても、
中々味があるなと思ってみています。私も人生40何
年、鉄をやってきまして、自信がつき過ぎていたせ
いか、「たいしたこと無かったな。俺の人生はなん
だったろう」と悩んでいますけれども。
皆さん、人間というのは歴史をみると叡智から考

える動物ですよね。叡智を出すことによって人間の
可能性が広がる、不可能が可能になるんです。私は、
若い者によく「可能性に挑戦せよ」と言っているん
ですが、なかなかピンとこないんですね。なので、
この事例をご紹介したいと思います。

これは、大同のケーススタディということで聞い
てください。
大同は100年やってますけれども、５年に１回く

らい、すべったの転んだのを繰り返しています。大

（03）3431-2341
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同はそんなことでいろいろな方にお世話になってい
ます。その中で、そういう問題をきりぬいてきたの
は、人物といいますか人材なんですね。その一人が、
先ほどご紹介をした創業者の福沢桃介です。この人
は、福沢諭吉の娘をもらって、福沢と名前を変えま
した。彼は先見性の高い人で、問題が起こってから
解決するのではなく、先をみる、これからなんだと
考えると同時に、自分が挑戦し自分がやる。こうい
う先見性と自らが挑戦して行動する、ということが
できた男です。こういう人材がこれからの日本には
必要だと思うのです。ところが、100年前にはいたと
いうのに…。下出民義さんもそうです。下出さんと
福沢がコンビを組んで、福沢桃介は経営のような細
かいことが嫌いなので、初代社長に下出民義さんに
なっていただいて、助けを請うてやっていたと思う
んです。それからもう一つ、大同で伊勢湾台風のと
きに、石井健一郎というのがおりました。大同100
年の中でこの２人が我が大同を繋いできたというこ
とです。３人目に小澤さんが入らないかなぁ…と思
いましたが、だめですね。そんな器量はなかったと
いうことであります。
先を読むということ、深く読むということ、そし

て自ら挑戦するということが、この二人に共通する
ことです。実は私が社長になった時、このことを実
践してまいったんですが、リーマンショックやいろ
んなことでそう簡単にはいきませんでした。これが
大同の、そして東邦学園も含めてのDNAです。
実は桃介というのは、名古屋ではあまり評判のよ

ろしくない男であります。名古屋というのは「名古
屋モンロー主義」というのがありまして、よそ者を
嫌う。それに徳川家というのは日本で有数の金持ち
ですから、お茶や和歌の芸ができないとだめだとか。

この桃介は才覚があって株で稼いで名古屋電燈とい
う会社の株を買い占めたと。これは下出さんも絡ん
でいたようですね。日泰寺舎利殿参道に、桃介の功
績を偲んだ「追憶碑」あります。ここには、「福沢
桃介君は天縦の奇才にして、火力のみに依存してい
た電力供給を尾張信濃の渓谷を四萬年駄々と亜流し
ていた河水を電力に変え、数百万家庭並びに大小幾
百数千の工業を供給誘起、名古屋を日本第三の都会
となした」と刻まれています。彼が名古屋の発展の
父と言われており、名古屋を日本のマンチェスター
にしようとしていたようですけれども、その当時、
名古屋にはほとんど産業がないということでして、
せっかく作った電力も京都と大阪を走る京阪電車ま
で、送電線をつないで電気を供給したということで
す。当時桃介は、木曽川に７基の発電所を作り、現
在も３基あります。100万 kWありまして、原子力
発電所の約１基分です。これがまだ動いております。
24時間発電しております。当時の夜のユーザーは、
名古屋駅の向こうの中村に遊郭があってその街路灯
だった。電車は動かないし、ネオンサインもありま
せんからね。電気が余っていたので、夜の余った電
気を使って特殊鋼を作ろうと、そのために大同製鋼
を作ったと歴史には書かれています。私が入社した
時に「変わっているな」と思いましたが、土日はフ
ル操業・夜もフル操業で昼間の現場は居眠り、「ふく
ろう部隊」と言われ、100年やっているんですから
ね。大同製鋼が特殊鋼を作るという存在感もありま
すけれども、発電機の性能を上げるために昼と夜の
バランスをとっている。機械がこわれちゃいますか
ら、夜だけ発電所を止めることなんてできないです
からね。３.11の地震の後にトヨタさんが土日操業を
していましたよね。その時のことを「小澤さん、あ
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の時は大変だったよ」「バカを言え大同は100年目だ
よ。どうだい、もう１回やらないかい」「いや、とん
でもない」と断わられてしまいましたが、そのくら
い仕事の役割は大切です。私たちは何のためにやっ
ているのかよくわからずに入社してきましたが、今
は世の中の役に立っている。
そんな訳で大同特殊鋼はどんな会社かと言うと、

「叡智を集めた集団」です。バカなという方もおられ
ると思いますけれども。従業員10,000人くらいで
すから、意外と小さい会社なんです。でも、比較的
果敢に挑戦する、そういう集団です。先ほど大同の
DNAは福沢桃介だと言いましたけれども、そうい
う伝統は今でも継いでいると自負しております。
これは長い歴史で1916年の創業です。創業３年

目、第１次世界大戦の頃、ここで潰れそうになりま
した。いろんなことが厳しい時代でしたね。この時
に新幹線が使っているマンガンクロッシングを作っ
ていて、これで助かったということがありました。
実は私の社長時代に、この事業が10年以上赤字だっ
たものですから、「これはやめだ」と組合の幹部を呼
んで説明をしたところ、「大同ができてすぐの不況の
時に助けた事業を捨てるつもりか」「もっと大事にし
ろ」と言われたことがあります。お陰様で今は、こ
の事業は100％のシェアです。技術があるかという
ことは別にしまして、何事もあきらめずにがんばれ
ば何とかなるということです。
それからもう一つ、関東大震災がありました。

1923年です。その時に木曽川に読書発電所とか、恵
那にダムを作って大井発電所などの建設を当時やっ
ております。この時に資金繰りができなくなりまし
た。1939年に大同高校を名古屋の道徳に造りまし
た。子弟の教育のために造った学校です。日本の発

展には人間が必要だということだったんです。大同
病院も造っています。大同は物を作ると同時に、病
院・大学・高校を戦前から造っていました。桃介や
下出さんは、人を作って企業の発展に尽くそうとい
う考え方なんです。
大同は何をやっているかと言いますと、航空機

ボーイング787のエンジンシャフトは100％シェア
です。三菱のMRJ も100％シェアです。新幹線の
クロッシングだとか発電機のタービンだとか、ハー
ドディスクドライブのチキンドルモーターの軸だと
か、いろんなところを作っております。大同という
のは、企業の割には小回りが利く、比較的性能がい
いものを作っているということは自慢できると思っ
ています。

大同には特殊鋼の事業と他の事業とありますね。
今は半々くらいの状態できています。戦中・戦前は
軍需産業でしたから特殊鋼だけやっていました。こ
の20年くらいは少しずつ自動車以外のもの、いろん
なものにアタックしまして、特殊鋼以外のものにチ
タンだとか、トヨタのプリウスのトランスの昇圧機
を粉末で作るですとか、インプラントの材料ですと
か、いろんな物を手がけております。他の事業を広
げていこうとしており、関連と本体とありますが、
大同のグループが事業としてチームワークでやると
いうことが大事です。
先ほどの福沢桃介ですが、株でお金を儲けたと書

いてあります。彼にしてもそんなに優秀な男じゃな
かったんです。50歳くらいの時に後藤新平に会い、
ガラッと変わったと言われています。後藤に「金儲
けだけしていたら、退屈するだろう。もっと尊厳を
持って国家的な事業でがんばったらどうだ」「虚業は

鉄・非鉄 解体リサイクル 

〒442-0001 愛知県豊川市千両町下ノ市場 107 番地２ 

 TEL ： 0533-85-1551  

FAX ： 0533-85-2867 
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やめて、実業をやったらどうだ」と言われました。後
藤新平は、当時、関東震災の後の東京都知事をやっ
ていたんです。やはり、人間というのは、自分だけ
ではなく、誰かとの出会い、先輩・後輩・友達との
コミュニケーションやネットワークとかが重要だと
いうことが解ります。それから、桃介は身銭をきっ
て国家的な事業で実業家になったんです。桃介はい
ろいろな会社を作りましたが、首は斬らないといっ
ていました。当時はすごい変動がありましたので、
よく言ったなと思います。
桃介も順風満帆ではなく、木曽川の大井の発電所

を作っている時に、資金繰りが悪くなり何をやった
かと言いますと、アメリカのフィラデルフィアに行
き、自分の英語で資本家の前で大同電力の外債を募
集するということをやっているんです。どういう会
社か、将来性とか、何が問題で何が価値あるのか、
外国人の前で話しています。私もアメリカに３年ほ
ど居りましたが、人前で演説するなんてことは予想
もつきませんけれども、榊さんならできるかもしれ
ませんね。これを若い社員にケーススタディでやっ
ています。こういう時に資金を注ぎ込むのかどうか
を聞くんです。結果、桃介は成功しました。桃介は
水力の発電所はこれから必要な事業であると確信し
てやっているんです。先読みですね。深読みができ
て、熱い気持ちで聴衆を納得させることができたと
思うんです。
もう一人は、石井健一郎です。８代目の社長です。

名古屋大学のピッチャーだったんです。彼も実は昭
和29年頃、朝鮮動乱の前後に特殊鋼がガタガタして
どこも大騒ぎだった。東の東芝、西の大同といわれ
労働争議の当時、最右翼だったんです。仕事になら
なくて、そんな状況にもかかわらず、日本のために
富士製鉄の長尾さんの指導の下にいたんだと思いま
す。理研グループの会社とか日産自動車の製鋼会社
とかいろんな会社を、昭和20何年で自分のところも
苦しい時に、吸収合併して大同製鋼というのをよそ
の小さな会社を潰さずにやろうとして。いまだにい
ろんなところに残っております。スタディの２です。

ただその時に、自動車産業が伸びるからと新しい自
社工場を作ろうという時に、同業の会社に「手を結
んでやろう」と言ったんですが、こんな厳しい時に
一緒にやるところがなかったので、大同１社でやる
しかなかった。ただ、おり悪く伊勢湾台風で大同の
主力工場が浸水してしまい、２ヶ月くらい操業でき
なくなっていた。それでも彼はあきらめずにやった
んです。こんな状態で皆さんは事業を続ける気持ち
になりますか？というケーススタディの一つです。
石井健一郎はヨーロッパなどを自分で見てきて、

車は伸びるな、車のためには何が必要か、誰がやるん
だ、一番安い水力発電を持ってる大同電力の電気を
使ってやるんだ、というふうに先を読んだと思いま
す。この間まで私の上司としてやってらっしゃいま
したけれども、こういう立派な方も大同にはまだい
たという。皆さんの会社にも歴史をみれば、いらっ
しゃるのではないのでしょうか。
基本はやはり人間ですね。歴史を勉強すれば、こ

れからいろんなことも予見できますね。日本人とし
て自信をもってできますよね。
ただ、日本は今何が問題になっていますか。これ

は新聞でも、安倍さんを含めて言わないですね。や
はり現状をしっかり認識して、問題の本質を理解し
たほうがいいんじゃないかと思います。
今日は、会長の遠山さんがおいでになりますけれ

ども、GDPの製造業は500兆円のうちの100兆円
で、80兆円を中小企業で支えているわけですね。そ
の中小企業が大きな問題になっていますね。この20
年くらいの製造業で雇用している数ですね。1992年
には、1,600万人の雇用があったのに2012年末には
1,000万人になっている。20年で600万人もの雇用
人数が失われているんです。こういう実態でありま
す。東京都に大田区って中小企業の町がありますけ
れども、あの一帯で8,000社あったのが、3,700社
くらいになってるんです。東大阪でも同じようなこ
とが起きています。名古屋はトヨタさんにがんばっ
ていただいているので顕著に現れていないが、全国
的にみれば中小企業が減っているんです。
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国内の需要は大変厳しいです。海外は為替がどう
のとかいっていますが、2009年代に戻っただけの
話です。これから自動車以外でのイノベーションを
考えることです。それをやるのは人間なんです。科
学者の山中さんとか理研の小保方さんとかの開発が
非常に重要だなと思います。大同も500人近くの研
究者がいます。年間40～50億を使っているんです。
最近アウトプットがないので、ハッパをかけている
んです。こういうことのキーワードは、チームワー
クなんですね。
海外の生産についても増えています。投資もこの

10年くらい、10何兆円と海外都市にいっています。
日本に残っていく、日本の雇用を守る、皆さんのお子
さんや孫や将来にとっての仕掛けは、私たちが責任
を持ってやるべきだと思っております。海外は数だけ
ではなくて相当深刻ですよ。円グラフの49.8％はコ
ア技術（重要な技術）が海外に出てしまっていると
いうことです。既存の技術だけでやっていると取り返
しがつかないですよ。円安になって株が戻ったくらい
では、本当の日本の再生にはならないと思います。
最後に、いったい私たちは何をやるべきでしょうか。
ここからは私見ですけれども、自信を持って自信

を取り戻しましょう。「やればなる。なせばなる」と
いう気持ちでやるべきではないか。失敗をおそれて
はいけない。これは得意ではないのでやってもらえ
ないか？みたいな気持ちではいけませんよ。自分が
主役で、自分でやるということが基本ですね。自分
で動きましょう。私は3,500kmくらいの距離の出張
だったら、日帰りで行って来いと言いますね。日産
自動車にカルロス・ゴーンが救世主で来ましたけれ
ども、最近の日産はパリで会議をするときには、パ
リには１泊もしないで、機中泊２日で帰ってくると
いうふうになりました。あと20年何年後にはリニア
新幹線が開通しますけど、あれはヨーロッパかアメ
リカにまで延ばさないといかんのかなと思います。
いずれにしろ、基本は自分ですよ。
自分自身が社長になる時にいろいろ考えました。

社長になる前にアメリカにいました時に、「自分はこ

れがわからん」ということでは駄目だと。世の中で
決断を下してまわしていくということは、理解して
判断して決断するわけで、３つが連鎖してまわって
いく。昔は偉い人がいて、例えば桃介がいて下出さ
んがいたから、「おい、頼むよ」だけでよかったんで
すが、これからは、状況が変化しますし、難しいレ
ベルです。社長が、経営者が、自分で理解できない
では正しい判断とか決断なんかはできるわけがない
と思っているんです。ですから、自分が理解するた
めには、情報を自分でとる、自分で走り回る。評論
家のふりして、わかったふりをして新聞の話をして
いるのはだめ。やるんなら、自らが情報をとりにい
くことが必要です。私の後継の社長にも「事務屋だ
けども技術のことも解れよ。解るためにも現場に行
け」と言ってあります。彼は今、毎月、世界の工場を
見て回っています。時間をかけて見ているようです。
もう一つは、当事者意識というのが大切なんです。

誰が問題ですか？自分ですよ。これをきちんとしよ
うと思うと、危機意識をしっかりしようと思うと、
問題意識が必要なんです。リスクが大きい時ほど、
当事者意識は肝要だと思っております。
アメリカに行っていてよくわかったんですが、日

本人は意識構造が違うんです。他で勉強したことを
真似るということはできるが、自ら何かやるという
ことはこの100年くらい頓挫しているなと思いま
す。日本人は潔癖性が高くて曖昧なものが嫌いだと、
それに、見方が一元的すぎることがあります。もう
一つ、日本は朝鮮や中国の大陸からいろんな文化が
入ってきましたけれども、常に受身の姿勢なんです
ね。これは、行き止まりの文化と言われているんで
す。放っておいても情報は入ってくるんです。スマ
フォでもわかったような気になる。現地に行かなく
てもわかったような気になる。これは好奇心が不要
になる。こういうことも実は大きな問題です。これ
が、当事者意識が減って、自ら行動を起こす気にな
らない。真剣勝負はしませんね。相手にこんなこと
を言うといやな気持ちになるからやめておこうかと
思う。これは後ろ向きの文化というんです。そうい
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う性格がどうしても出ます。それから、
潔癖性だといいながら、阿吽の呼吸で…
と。これがいいところでもあるんですけ
れども。学生に話した時に、日本人のい
いところはありませんか？と言われまし
た。いいところは、作業分担してチーム
ワークで新しいものを乗り越えていくと
いうことはあります。これは日本人の一
つの大きな特性だと思っております。
リーダーの皆さんには、最低、歴史観は

持っていただきたいです。歴史観という
のは、50年ではなく2,000年から3,000
年の歴史を紐解いて、まあそこまでいか
なくても、天平時代の倭から日本になる国を作り上
げていく、あの世界を勉強していただいて、奈良と
か京都に行っていただくとガラッと変わってくると
思います。あの時代にやっていた古代人、いや日本
人の素晴らしさがあります。こういうことをやりま
すと、実はこれから経験することを歴史から勉強す
ることができるんです。ケーススタディ方式ですね。
ケーススタディをすることによって自分で経験をし
ていないことが自ら経験できて、自分はどう判断す
るか、理解・判断・決断の勉強になると思います。
将来のビジョンも描くことができます。これはＩＱ
と言っているようです。
もう一つ、大変重要だと思っているんですけれど

も、他人の信頼を勝ち取るということ。簡単に言いま
すが、これをやらないと人を巻き込んで一緒に仕事
をするということはできません。これをＥＱと言っ
ているようです。これがコミュニケーション能力だ
と思いますけれども、相手の信頼をどう勝ち取るか
ところが、単なる技術的に腕がいいだけではだめな
んでね。人を巻き込んで仕事をやっていくという能
力が今後絶対必要だと思います。私はＩＱとＥＱが
ベストミックスとなれば、そのリーダーはいけるな
と思います。また、人をまとめあげる力が問われる
ということになります。特に切り口だとか、ものの
見方だとか、視点を変えてみるだとか、こういうこ

とをリーディグしていくことが、明日を拓く階段へ
の大きな点になると思っています。
遠山会長も1,500人の中小企業の次期経営者を教

育されておるということで、誠にそのお考え方に賛
同いたします。実は私も、中部生産性本部として２
年前からやっているんですが、経営者の能力を磨く
ということ、これはやはり理解力・判断力・決断力
を上げるということ。そのためには経験、事例研究
をやるということ。著名なゲストも必要ですが、20
人くらいの小さなグループで年に１回やっておりま
すが、こういうことをやりますと意外と名古屋の経
営者はしっかりしておるなと感じます。こういう人
たちを残さないといかんという気持ちになります。
遠山さんも是非続けていただいて、昭和５年の生ま
れと伺いましたが、檄をとばしていただいてね。私
のほうはなだめすかしてやらせてますから。
これから、キャッシュフローが必要ですね。在庫

を減らすとかやっていますけれども、ものを作るの
に今まで１ヶ月かかっていたのを２週間で作るとい
うことをやると、自然とキャッシュフローがまわっ
てくる。在庫を減らすだけではなくて、作る時間
リードタイムを減らす。そうすると、資材の調達だ
とかの金や不要なものがいらない。結果、在庫が減
ります。在庫減らし運動をやるとうまくいきません、
すぐに元に戻ります。そういうことをやると、金が
余ってくると新商品・リノベーションができたりし
ます。この３つの組み立てで今やっています。そう
簡単にはいきませんがね。ご参考までに。
今日は遠山さんのお話を聞きまして、これは私も

がんばらないかんと思っています。長時間ありがと
うございました。
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んでした。東大宿舎には、後に東芝の社長となった
青井君とか日立の社長となった三田君とか、鹿島建
設の社長になった石川君とかがいました。そこで私
は、運命として中企業のおやじになり、之を世界企
業に作り上げた方がやり甲斐のある人生として面白
いのではないかと考えました。「よし、リンナイを世
界のトップのガス器具会社に仕立てよう」と、自分
の人生の目標を打ちたてました。
幸いに、昭和27年に名古屋商工会議所がヨーロッ

パ産業視察団を作りました。私も、10人程のメン
バーの一人として入れて頂き、初めて西独フランク
フルトの会議所に行きました。すると、ドイツの方か
ら私の名簿を見て、「丁度フランクフルトの商工会議
所でガス会社の社長が集まった欧州ガス会議をやっ
ているから、出ないか」と言われました。300人程
欧州のガス会社が集まっている会議に出ました。何
と運の良いことか、ガスセラミック赤外線バーナー
の発明者シュバンク博士が技術発表をされていまし
た。この技術は、私と東京ガス研究所が２年程やっ
ていたのですが、うまくゆきませんでした。之は良
いチャンスだと思い、ドイツのシュバンク博士にそ
のパテントを分けてもらいたいと、下手なドイツ語
で申し込むと、パテント料は当時のレートで日本円
２億円と言われました。リンナイは戦災から立ち上
がったばかりの少企業で、６億円の年間売り上げで
した。しかし、「こんな良いチャンスはない」と、パ
テントを２億円で買いました。すると、リンナイシュ
バンクセラミック赤外線ストーブは、従来のガスス
トーブの倍以上に効率がよいので、売れに売れてい

私は次男であったから、家業のリンナイ製作所と
いうガス器具会社は兄が継ぐものだと思い、自分は
自分で人生を切り拓こうと考えました。従って、私
の勉強部屋には「東京帝国大学」と書いて、東大を
出て学者か大会社の役員になろうという目標を掲げ
ました。
之は第八高等学校の時に哲学の時間があり、マル

クス、カント、ヘーゲルの考え方を教わりました。
その時、共産党に入れば一番進歩的な人生だといっ
て、文科の学生の中には共産党に入る者もおりまし
た。然しその時は、日本なら西田哲学、外国ではマ
ルクス、ヘーゲル、又宗教では、日本では大乗仏教、
西洋ではキリスト教、東南アジアではイスラム教等、
色々な哲学、宗教と花盛りでありました。私として
は、自分の人生観は自分で打ちたてよう、その中心
をロマンチックリアリズムという哲学で行こう、即
ち他人の意見は50％、自分の意見を50％とし、最
後１％を自分が持ち、結局は自分で責任をもった人
生観でゆこうと考えました。
兄は、学校を出て父と一緒にリンナイの経営にか

かわっておりましたが、第二次世界大戦で応召され、
ビルマで戦死してしまいました。そこで、私は父に
「東大の機械科を出たらリンナイに入り、経営者をや
りなさい」と言われました。リンナイは戦時中、軍
需品をやり、1000人程従業員がいたのですが、戦
災でひどくやられ、100人程の中小企業になってい
ました。父は「卒業したら名古屋に帰ってリンナイ
の跡を継げ」と言われましたが、せっかく東大の機
械科を出て、そんな小企業の跡をやりたくありませ

時代の変化と経営時代の変化と経営
リンナイ株式会社　取締役会長　内藤　明人　
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なと思い、昔とった杵柄ではありませんが、山に登る
ことを目的にトレーニング代わりに歩いています。
今回は、５月31日（土）の小谷山登山のお話をさ

せて頂きます。
当日は、かなり暑くなるということで、６時30分

に出発し、小谷山麓の駐車場に７時45分に到着しま

50も半ばを過ぎると、嫌が負うにも自らの健康に
気をつけるようになります。
数年前から、街中でジョギング姿やご夫婦の散歩

姿をよく見かけます。私も歩こうかなと始めてはみ
ましたが、風景に代わり映えがしないと飽きてしま
います。歩くことを目的にしていると長続きしない

50 を過ぎての山歩き
愛知株式会社　名古屋営業部長　寺西弘一郎　

きました。米国、オーストラリア、英国、イタリーの
同業者に輸出できるようになり、一度にリンナイはガ
ス器具の世界的メーカーとして立ち上がれました。
丁度その頃、東大機械の先輩でもある大隈鉄工の

大隈社長が「工作機械を電子制御する為に東大の電
子科卒業者を入れているが、君の所も電子制御の時
代がくるのではないか」と言われました。リンナイ
のような小さい会社には来てくれませんので、名大
や名工大の電子卒業者をとりたいと言っていました
が、東芝、日立等に就職先が決まっており、リンナ
イには来てくれません。そこで、金沢大学電子科の
先生の所へ行って「リンナイに電子科の卒業生を下
さい」と言って毎年卒業者を入れ、今のリンナイの
電子基板の会社、ＢＢコントロールズには600人
いますが、ガス器具会社で自分で複雑な電子基板を
作っており、リンナイ製ガス器具が、安全で省エネ
で環境に良いガス器具で世界的に人気があり、アメ
リカでも中国でもイタリー、英国、オーストラリア、
ニュージーランドでも、この電子制御を使った給湯
器等が出ています。
リンナイのコンデンシング給湯器は熱効率が

95％で、アメリカの従来の貯湯式湯沸かし器は40％
であるために、アメリカのリンナイは政府から省エ
ネ大賞をもらう程人気があります。リンナイのガス
器具は「不良ゼロ」（ＺＤ）、「品質こそ我らが命」と
いう製造業者理念をもち、世界の市場に出していま
す。欧米にもガス器具会社があるのですが、効率の
悪い従来型を出しております。リンナイはＢＢコン
トロールズという電子基板の会社を自分でやってお
り、之を用いて省エネで便利だということでリンナ
イは伸びています。
今、世界工業製品、例えば電子産業、即ちパナソ

ニック、シャープ、東芝、日立の家電は伸び悩み、安
い中国製におかされていますが、ガス器具は漏れる
と爆発するから、香港のように30階建てのマンショ
ンでは「リンナイの給湯器がついているから安全で
す」と言っているくらいリンナイブランドは信頼さ
れています。経営者という責任者は、20年同じこと
をやっていては駄目で、常にその殻を破り、新しい
分野に企業を持っていくという厳しい立場に立った
ことを男としてやり甲斐のある人生ではないかと考
えています。
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した。ご存じのとおり小
谷山は浅井長政の居城、
小谷城があったところで
す。山の裾にガイドス
テーションがあり、小谷
城案内のボランティアの
方がいらっしゃいます。
準備運動を少しして、

登山に向かいます。車道
を歩いては登山にならな
いと、大手口から山道を
進みます。出足から大変
ですが、登り切ったとこ
ろで車道にでて、左手の
出丸跡に少し寄り道。再
び登山道に戻り、望笙峠
から番所跡までは割とな
だらかな登り易い道が続
き、ほっと一息という感
じです。少し進むと展望
所があり、織田信長が小
谷城攻略のために陣を構
えた、虎御前山が見えま
す。
あいにく、黄砂が舞っていて、ぼんやりと見える

状況でした。
御茶屋跡、御馬屋跡が続き、ここに城があったの

だと妙に感激を覚えました。少し進むと赤尾屋敷は
右手という表示があります。この赤尾屋敷は浅井長
政が自刃した場所と伝えられています。本丸からこ
こまで落ちてきたようです。
本道に戻り、少し進むと広がった場所に出ました。

そこは大広間跡ということで、多分ここにお市の方

や茶々、初、江が暮らし
ていたのかと遠い昔を思
い浮かべながら本丸跡に
進みます。
本丸跡から大堀切跡に

少し下り、中丸跡、京極丸
跡へと再び上ります。京
極丸跡から少し登ったと
ころが小丸跡で、ここに
浅井長政の父である浅井
久政が立てこもったが、
羽柴秀吉に打ち取られて
います。
小丸跡から少し登る

と、小谷城の最深部であ
る山王丸跡があります。
登山口から山王丸跡まで
の道程で一番きつい登り
は入り口の大手口であ
り、その後は割となだら
かな登り道であり、観光
でも来れるくらいに整備
されています。
山王丸跡からは下り道

に入り六坊跡まで一気に下ります。下り初めは少し
きついですが、途中からはなだらかになります。
下りきった六坊跡から再び上り道です。ここは階

段になっており、50を過ぎた体にはかなりきついで
す。これも鍛錬だと登っていく途中の所々で、下か
ら駆け上がってくる涼しい風が一服の清涼剤となり
ます。
やっとの思いで登り切った場所は、大嶽城跡で標

高は495ｍです。この大嶽城は浅井長政の応援のた
めに駆け付けた朝倉義景軍が作ったもので、小谷城
攻略の前に落とされています。少し進むと小谷城の
山頂標識があり、漸く到着したところで、記念写真。
下りは、登ってきた道と違う北側の尾根に沿って

進みます。こちらの道は登り道とは異なり、全体的
になだらかな道が続きます。
途中に、福寿丸跡、山崎丸跡がありますが、これ

も朝倉義景が築いたもので、大嶽城落城時にここに
駐留していた軍勢は敦賀方面に退却したそうです。
清水神社まで下りてくると車道に出ます。車道を

歩いて車を止めた場所まで戻ったところで、時間は
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アパート経営を始めてみると、これがなかなか難
しい。入居の時期は決まっており、時には前触れなき
退去もある。とは言っても、人間用の貸家のことで
はない。ニホンミツバチに住宅を提供する「アパー
ト経営」である。ニホンミツバチは、大木の空洞や
大岩の隙間、閉鎖空間を住居としている在来の野生
ミツバチ。ニホンミツバチの自然巣が人目に触れる
ことは少ないが、永平寺の大杉や蒲郡の使われなく
なった窯、東邦学園の野外活動センター「うるぎ山
荘」の天井裏などで、巣を作っているニホンミツバ
チに私は出会った。
自然巣を作るのに恰好な大木は多くない。昨今は

伐採により、大木が少なくなっていることもあり、
ニホンミツバチにとっては住宅難であるようだ。そ
こで、このニホンミツバチに住宅（普通はいわば外
壁だけ）を提供し、ハチミツという家賃をいただく
のがこのミツバチを対象とした養蜂だ。今も紀州や
信州の少なくない個人宅で飼育されている。その飼
育の歴史も古い。しかし、セイヨウミツバチが明治
時代に日本に導入されると、養蜂のミツバチは、ほ

とんどがセイヨウミツバチとなった。家畜のように
品種改良されたセイヨウミツバチはニホンミツバチ
に比べ大きく、集める蜜の量も多く、規格化された
巣（家具付き住宅）の提供ができ、年に何度も採蜜
できることが大きい。生

なり
業
わい
としての養蜂では、セイ

ヨウミツバチに軍配が上がる。
ハチに刺され、死亡する人のニュースは毎年ある。

アナフィラキシー現象によるショック死だが、アレ
ルギー体質の人には怖い昆虫でもある。かつて田中
角栄を有罪にした「ハチの一刺し」も、別の意味か
らその怖さを強烈に印象づけた。
このミツバチは仲間に花のある場所を「８の字ダ

ンス」で知らせることや成虫になった働き蜂には、
育児や清掃、外勤などの役割が日にちの経過ととも
に変わることが、よく知られている。飼育してみた
いとの思いは、以前よりあった。しかし、ハチを怖
いと思う人は少なくなく、人家が密集した街中での
飼育は顰

ひん
蹙
しゅく
を買い、容易ではない。このところ、「銀

座」や「栄」で養蜂をするニュースが報じられ、こ
れを知る人も多い。都会は、庭に草花を植える人が
多く、街路樹や公園も少なくない。なによりも農薬
散布が少ない。こうした植物が蜜源となり、ミツバ
チにとって住み家さえあれば、快適な暮らしができ
る。そこに目をつけ、都会の養蜂となった。これに
も刺激され、ミツバチ飼育の思いは募ったが、せい
ぜい「観光蜂園」（丹羽養蜂場。瀬戸市定光寺町）や
「三国高原みつばちセンター養蜂博物館」（瀬戸市上
品野町）などを尋ね、知見を深める程度だった。
定年を迎え、瑞浪に転居した。隣の家まで直線で

も20ｍはある。この地なら、養蜂も夢ではない。「ア
パート経営」ができると思った。趣味でハチを飼う
人向けに開催される１泊の研修会に出席した。研修
費は安くないが、これは初期投資だ。

11時30分。２時間45分の軽い？山歩きでした。
皆さんも、それぞれ自身の健康法をお持ちかと思

いますが、山歩きは景色も変わっていきますし、四
季の変化もありますし、何より登った際にちょっと

やや黒っぽいニホンミツバチ。６角の巣（ハニカム構造）も
セイヨウミツバチに比べると小さい。

定年後の「アパート経営」
長谷川　明　

した達成感を味わうことができます。
気が向かれましたら、山歩きを始めて下さい。50

を過ぎても全く問題ありません。是非お勧めします。
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第６回 名刺交換会第６回 名刺交換会第６回 名刺交換会 多数の参加でにぎやかに開催

2013年度は、「東邦学園創立90周年」の年
であったため、今回の名刺交換会は「東邦学
園90周年記念講演会」との同時開催といたし
ました。記念講演の講師は、大同特殊鋼 代表
取締役会長の小澤正俊様で、詳細は「みどり
の風」本号の７頁から掲載されております。
ご出席いただいた法人会員の皆さまは52

社91名、個人会員は16名、計107名の参加
でした。学園からは、榊理事長（本会名誉会
長）、成田学長（本会会員）、増田事務局長（本

ハチ用の住宅を作り、ニホンミツバチの入居を
待った。４月から５月に、ニホンミツバチの群れに
新女王バチ（娘）が誕生すると旧女王バチ（母）は、
群れの半分を引き連れて群れを出る。分

ぶん
封
ぽう
だ。この

分封した群れに居住してもらう。もちろん住宅を建
てただけでは入居はかなわない。環境がよくなけれ
ばならない。玄関は南か南東向きが好まれる。蜜蝋
を塗るなどして居心地のよさもアピールしなければ
ならない。入居がかなっても、ずっと住み続けてく
れるとは限らない。スズメバチに襲われる、ハチノ
スツヅリガ幼虫が繁殖するなどにより、作った巣も
放棄して出て行ってしまう。
定着居住がかなえば、秋には家賃としてハチミツ

をいただく。百
ひゃっか
花蜜

みつ
と呼ばれるハチミツだ。ニホン

ミツバチは、特定の花の蜜を集中的に集めないし、
短期間に集める量は少ないのでいろいろな種類の植
物から蜜を集め、それを濃縮する。セイヨウミツバ

チとニホンミツバチの蜜は、同じハチミツだが、ず
いぶん味が違う。今年も９月ごろには家賃をいただ
く時期が来る。大家が決められない家賃の収入がど
れだけあるだろうか。楽しみにしてその時期を迎え
たい。

分封が始まり巣の上空を舞う数千匹のニホンミツバチ。

会会員）の皆さまのご出席もいただきました。
本年も、西濱由有さま（本会会員）のピア

ノ＆森下麻奈さまのヴァイオリン演奏で会に
花を添えていただきました。会の始まりの迎
賓曲として3曲、会の途中で2曲を演奏して
いただきましたが、いずれの演奏も参加者の
心を引きつける演奏で、多数の参加者であっ
たにもかかわらず、静かに聴き入っていらっ
しゃいました。
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誰にでも読みやすい UD フォントを使用しています

P-B10023

「みどりの風」36号の「編集後記」に「大雪による混乱」を書きました。その時は、37号でまたしても同
じようなことを思わなければならないとは、夢にも思っておりませんでした。
広島での悲しい惨劇には目を覆うばかりで、言葉もありません。亡くなられたサッカー少年の葬儀に参列し

た仲間の子どもたちが、少年がゴールを決めた時のエールで出棺を見送っている姿をニュースで見ました。女
子高生が、「行方不明の友だちの捜索が早く進むように…」と汗を流しながら土砂の後片付けをしている姿も
見ました。立ち尽くす人々の姿も見ました。
災害を完全に防ぐことは難しいことでしょう。最近では「減災」という言葉をよく聞きます。でも、ちょっ

とした注意や人と人との繋がりで防げる災害もあることでしょう。「自然との共生」「人と人との繋がり」など、
人々の知恵としてこれからの社会に活かしていけたら幸いです。

編集後記

第96回全国高等学校野球選手権大会

甲子園2014
キラキラ輝く、キミの夏


